
 

 

 

 

 

 

 

創立17１年・開校150年周年の誠之小学校 
教務主任  髙橋 美衣 

 

４４日間の夏休みが終わりました。日本の小学校の夏休み期間中には、日本人にとって忘

れてはいけない大切な日があります。８月６日は「広島平和記念日」、８月９日は「長崎原

爆の日」、そして８月１５日は「終戦の日」です。今年は終戦８０周年ということもあり、

例年より多くのメディアで取り上げられていたように感じます。２０２５年８月現在、日本

の人口の約88．8％が戦後生まれといわれ、戦争を経験していない世代が大多数となりまし

た。この８０年間の長い歳月の中で、東京オリンピックが２回開催され、日本国際博覧会が

３回開催されました。また、世界は変わったといわれるまでに、多くの進化を遂げてきまし

た。８０年という時間がどれだけ長いものか考えさせられます。 

 

本校は、令和７年度「開校１５０周年」を迎えます。文京区内では、湯島小学校、礫川小

学校、明化小学校に次ぐ４校目となります。１５０年前の西片の町を想像すると、この坂道

を袴姿の女学生が笑いながら歩いていたのか、まだ江戸時代の名残を受けている世の中はど

んな姿だったのかと、浪漫あふれてきます。１５０周年という節目は、単なる時間経過では

なく、激動の時代を乗り越え、地域社会とともに歩み、数えきれないほどの卒業生を送り出

してきた証そのものです。この記念すべき年を記念すべき日を、在校児童の一人として参加

できることに喜びと誇りをもってほしいと願っています。 

  

日本の多くの学校は、地名にちなんだ名称が多くあります。本校は福山藩の阿部正弘公が

「中庸」に書かれている「誠者天之道也 誠之者人之道也」の 

「誠は天の道なり。之れを誠にするは人の道なり」の言葉から、今まであった藩校（弘道

館）を改名し、新たに作った藩校の名前に由来しています。阿部正弘公が「誠之」に込めた

思いは、どのようなものだったのでしょうか。「人は誠の心をもって、個性ある生き方をし

てほしい。」という願いが込められた校歌もあります。いつの時代にも、小学校には教室か

ら聞こえてくる子供たちの笑い声、校庭に響く子供たちの歓声があり続けています。きっ

と、１５０年前の開校当初から変わることのない、誠之小学校の宝物です。１５０周年を機

に、自分たちの「故郷」である町や阿部正弘公の「誠之」に込めた思いについて理解を深

め、母校である「誠之小学校」を愛する子供たちが育つよう、教師として携わっていきま

す。２学期も様々な行事がありますが、保護者の皆様、地域の皆様のご理解、ご支援の程、 

よろしくお願いします。 
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 １学期間を通して、様々なことを経験してきました。興味をもって熱心に取り組むことのできる子供たちです。毎日

の経験を力に、少しずつの積み重ねを大切にして生活しています。特に印象的だった学習場面を紹介します。   

【１年生との交流】 

 

 

 

 

【ゲストティーチャーを招いての学習】 

 

 

 

 

 

【日々の学習】 

【日々の学習】 

 

 

 

 

 

  

  

学校探検 

紹介したい場所を考えて校内を

案内しました。 

小石川植物園見学 

保護者の方にもご協力いただき、

グループに分かれて活動しました。 

各教科での交流 

国語科の学習や生活科の学習

を中心に、交流を重ねています。 

☆2学期の学びに向けて 

  2学期も町探検や運動会や開校１５０周年に関する取組など、たくさんの学習

が待っています。意欲をもって歩みを進められるように後押ししていきます。 

 

地域の方との交流給食 

地域の方をお招きしました。本校

や地域の歴史を話していただいた

り、給食を一緒に食べたりしました。 

消防写生会 

消防署・消防団の方たちのご協

力をいただきました。消防車や消防

士さんの姿を間近に見ることがで

きました。 

交通安全教室 

警察署のご協力をいただきまし

た。交通安全に関する話をお聞きし

たり、安全な横断歩道の渡り方を

実践したりしました。 

ミニトマトの観察 

実ができるまでを学習しました。成

長の様子をくわしく観察しました。 

外国語活動 

外国語専科、ALT と学習をして

います。 

遠足 

多摩六都科学館に出かけました。 

和太鼓を使っての学習 

音楽科の学習で、和太鼓を活用

した学習を行いました。 

水遊び 

遊びを中心に、プールに入って運 

動しました。 



 

 

６月２７日から１泊２日で、４年生が防災宿泊体験をしました。 大地震を想定した避難行動や災害時の過ご

し方を体験しながら、自分の命を守る力や、仲間と協力して行動する力を養いました。子どもたちは、普段の学

校生活とは異なる学びに真剣に取り組みました。  

【防災宿泊の活動の様子】 

授業中に震度７の地震を想定した避難訓練

を実施しました。子どもたちは、防災メットをか

ぶり「おかしも」の約束を守りながら落ち着いて

行動し、体育館に避難しました。校長先生から

防災宿泊の意義や安全に過ごすための注意を

聞き、２日間の体験学習が始まりました。 

防災学習Ⅰでは、班ごとに４つの活動に挑

戦しました。消火器での初期消火体験、災害用伝言ダイヤル（171）の操作体験、AEDの取り扱い、防災動画

の視聴です。子どもたちは真剣な表情で一つひとつの活動に取り組み、災害時に自分ができることを考えてい

ました。 

 

 

 

 

夕食は防災食のわかめご飯とペットボトルの水。水の大切さを実感しながら、班で協力して配膳や片付けま

で行いました。その後の防災学習Ⅱでは、動画や副校長先生のお話を通して、災害時に自分の命を守ること、

そして家族や地域と助け合うことの大切さを学びました。 

 

 

 

 

一夜を学校で過ごす中で、友達と支え合う姿や、自分の役割を果たそうとする頼もしい姿が多く見られまし

た。この経験を通して、災害への備えや命の大切さを改めて実感できたことと思います。今回の防災宿泊学習

を通して、子どもたちは「自分の命は自分で守る」「仲間と助け合う」という意識を高めることができました。こ

の経験を生かし、家庭や地域でも防災について考え、備えを進めていきたいと思います。 


